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春の国保改善運動交流集会への報告

沖縄県第3期国保運営方針改定
に対する取り組みの報告

2024.6．1
沖縄県社保協事務局長

髙崎大史

国保をめぐる危機的情勢
2018年4月 国保の都道府県単位化スタート

2023年5月 第3期都道府県国保運営方針策定要領決定

2023年12月 沖縄県第3期国保運営方針改定素案パブコメ募集

2024年4月 沖縄県第3期国保運営方針確定

4分の3の都道府県で「国保統一」期限明記 沖縄は明記せず

しかし

2018年から2023年 国保税引き上げた市町村は県内14市町村に

標準保険料率でいえば、全市町村引上げ対象に

〇国保が「社会保障」として、県民生活を守ることができるのか

〇国保が「市町村自治」を尊重して運営できるのか 瀬戸際に
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沖縄民医連と沖縄県社保協の
国保改善運動2024スタート

〇国保パンフ2000部購入（民医連）

〇社保学習運動推進月間設定（民医連）

〇沖縄県第3期国保運営方針改定へ対応

〇3月議会へ国保改善陳情書提出（社保協）

〇国保税引き下げ等国保改善署名運動開始（社保協）

沖縄民医連社保学習推進月間
のとりくみ

➀国保パンフの学習推進

➁オリジナル学習動画

（13分）視聴推進

③職場会議での学習評価

④キャラバンキックオフ集会など

学習企画への参加視聴評価

➄各種署名運動推進の土台に
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国保パンフ等
社保学習月間の成果

国保パンフの学習、689名の修了

社保学習あわせて、862名の参加
まとめとしては

（感想文が600通以上 資料参照ください）

➀ 新鮮で前向きな感想が多く、運動の力になった

6年ぶりの国保パンフ学習ということもあって

職員は最近の国保のことはあまり知らない

「国保料がこんなに高いとは知らなかった」

「国保改善の運動をやるべきだ」

       定期的な全職員社保学習は必要

➁ 一部に「世代分断」誘導の影響

800名を超える職員の感想を聞くと、素直な声も

「国保に税金使うと若者に回らない」など高齢者
優遇論、世代分断の影響があることもわかった

沖縄県国民健康保険運営方針（第3期）
改定のための素案➀

国保改善強化全国大会で全国知事会などが主張している

「市町村国保の構造的問題」がふれられていない

すなわち

中高年齢者が多く加入し、1人当たり医療費が増加する一方、被
保険者の所得水準が低く、保険料負担率が高い
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実は国保の「構造的問題」の定義には
巧妙なすり替えがあった（社会保障から相互扶助へ）

〇全国知事会等の定義（社会保障全体の問題）

〇厚労省の定義（問題があるはずの市町村国保同士で助け合え）

☆このため、沖縄県の国保運営方針
から「被用者保険より国保の方が
保険料負担率が高い」という表記が
消えていた

沖縄県国民健康保険運営方針（第3期）
改定のための素案➁

減免の広報周知

 改定素案では「収納率向上」が最優先

 減免制度は「把握した場合は適用」

国保法44条、77条が使えていない実態がある

まず把握する努力、周知広報する努力

記載すべきとコメント
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沖縄県国民健康保険運営方針（第3期）
改定のための素案③

国保統一の時期

保険料調定額の格差 2.6倍

1人当たり医療費格差 3.15倍

保険料水準の統一については、医療費水準の格差、財政赤字等の課題
が解消されていないため令和6年度からの実施は見送る

統一の時期は明記せず

これまでの運動や、市町村の意向尊重、オール沖縄県政の成果

沖縄県国民健康保険運営方針（第3期）
改定のための素案④

 沖縄県は、私たちのパブコメの意見をとりいれてくれた

 国保統一の時期も明記しなかった

 全体として、沖縄県の国保行政は評価できるものである
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沖縄県国民健康保険運営方針（第3期）
改定のための素案➄

ただ一点、平行線に終わっているのが「法定外繰り入れ解消」問題

私たちの主張
➀国保は65歳になればほぼ全国民が経験する「国民皆保険最後の砦」
税金投入は全国民の健康権を守る普遍的な意味を持つ
➁そもそも被用者保険との保険料格差こそ「不公平」で解消すべき課題
③沖縄では沖縄戦等の影響で「前期高齢者交付金」が極端に少なく
法定外繰り入れをしなければ不条理が拡大する特殊事情もある

3月議会への国保改善陳情
那覇市、糸満市、宮古島市、北谷町で意見書採択
意見書の内容は

１ 国の財政支援を抜本的に強化し、国民皆保険最後の砦である市町村国保財政を安
定させ、他保険と比べ高すぎる保険料を引き下げること

２ 困窮する県民に寄り添う国保運営とすること。特に国保法44条77条（地方税法717
条）に基づく一部負担減免、保険料減免において、要件を緩和し、周知を徹底する
こと

３ 国保の保険料引き上げにつながるような統一保険料を市町村に強制しないこと

４ 一般会計からの法定外繰り入れは市町村の権限であり、解消を求めないこと

５ 就学前の子どもの均等割軽減の対象年齢を18歳まで拡大し、全額免除とすること

６ 国保に傷病手当や出産手当を創設すること
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国保改善署名 5月10日
県庁へ４９４９筆提出

手遅れ死亡事例と
国保改善署名提出で
受療権を守る取り組み

報告として
記者会見実施

5月10日
受療権を守る取り組み記者会見
地元2紙とRBCが報道➀

国保税引き下げ等国保改善を求める
県知事あて署名 4949筆提出

5月10日県庁にて
経済的事由による手遅れ死亡事例調査報告も提出
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5月10日
受療権を守る取り組み記者会見
地元2紙とRBCが報道➁

まとめ
最後に、社会保障としての国保を守り、国保税引き下げを

 「国保税は高すぎる」は、国保改善強化大会はじめ共通の認識であっ
たはずです。ところが、国の政策は「保険料統一」や「法定外繰入解
消」「収納率向上」が優先され、保険料の大幅引き上げと、保険料徴収
の強権化が危惧されています。

国保完全統一は国保を社会保障でなくすもの、市町村の権限を奪
い、地方自治を壊すもの。ここ6年は激しい攻防となる。危機感
をもって対応すべき

国保は、憲法25条に定める「社会保障」として、加入者の受療権を保
障する制度に大きく改善すべきです。困窮する県民生活の実態に鑑み、
被保険者の負担軽減を図るため、様々な財源と施策を駆使し、地方自
治体を励まし、国保税引き下げを果敢に求めていきましょう

国民皆保険最後の砦、社会保障としての国保を守り改善していき
ましょう
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